
●面的被災の定義をどうするか　※1

●※2　特に技術的検討が必要な地区対象

審議分類審議分類審議分類審議分類フローフローフローフロー（（（（案案案案））））

判断基準
Ⅰ：地表面の変状から判断すると、比較的広い範囲のブロックが概ね一体化し変位し
　　ている。
Ⅱ：また、変位量数10ｃｍ程度であるが、開口クラック（引っ張り部）の連続性や下方
　　部の変状（圧縮部）から概ね一体化した面的な変位が地表面で想定される。
定義
　　　　　すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、宅地造成盛土宅地造成盛土宅地造成盛土宅地造成盛土のののの滑動変形滑動変形滑動変形滑動変形（（（（崩落崩落崩落崩落））））やややや液状化被害液状化被害液状化被害液状化被害がががが地表面地表面地表面地表面でででで確認確認確認確認されるものされるものされるものされるもの。。。。

宅地地盤のクラックや擁壁
の崩壊等、被災が自己の宅
地あるいは隣接する宅地に
限定される。

被災被災被災被災タイプタイプタイプタイプＡＡＡＡ

自己復旧

隣接する道路、河川などの
公共施設と同時に被災して
いる。また、急傾斜地の崩
壊が発生している。

被災被災被災被災タイプタイプタイプタイプＢＢＢＢ

一団の盛土造成地の滑動変
形又は崩落が発生している。
また、地盤の液状化により広
域のへ被害が発生している。

被災被災被災被災タイプタイプタイプタイプＣＣＣＣ
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単体被災と考えられる

大規模かつ広
範囲な被害 ※2

被害規模が小さく、
メカニズムの
特定が容易

  　　　　　　　　　　　　　　　　【被災要因】
　①谷埋め型盛土に起因　　　⑤緩い盛土状態に起因
　②腹付け型盛土に起因    　⑥地盤の液状化に起因
　③切盛境界に起因        　⑦地すべり地形に起因
　④擁壁の安定不足に起因　　※①～⑦の複合含む
                            ※多くの場合に高い地下水
　　　　　　　　　　　　　　　が悪影響を与えている

面的被災と考えられる ※1

   　      【被災要因】

④擁壁の安定不足に起因
⑤緩い盛土状態に起因
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